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１ 計画の基本事項 

１．１ 計画改定の背景 

本県では、＊廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下「廃棄物処理法」という。）

に基づき、昭和 49 年から５次にわたる「産業廃棄物処理計画」を策定してきました

が、平成 12 年の廃棄物処理法改正により、第６次計画からは、＊一般廃棄物を含め

た「廃棄物処理計画」を策定しています。 

平成 27 年度を目標年度とした第８次廃棄物処理計画（以下、「前計画」という。）

では、天然資源の消費を抑制し、環境への負荷ができる限り低減される＊循環型社会

の構築に向けた総合的な廃棄物対策を推進してまいりました。 

これまで、数次にわたる廃棄物処理法の改正、＊循環型社会形成推進基本法やリサ

イクルの推進に係る諸法の制定等が行われ、大量生産、大量消費、大量廃棄型の  

社会から循環型社会への転換に向けた対応が図られた結果、本県においても一般 

廃棄物の排出量の減少など、一定の成果が見られたところです。 

しかしながら、本県の廃棄物を取り巻く現状を見ると、依然として解決しなけれ

ばならない課題があり、また、廃棄物の処理を巡る新たな動きもあります。 

平成 23 年３月に発生した東日本大震災では、本県においても膨大な量の災害廃棄

物が発生し、これらの適正かつ迅速な処理や平時における備えの必要性が浮き彫り

になりました。国は、平成 26 年３月に策定した＊災害廃棄物対策指針において、県・

市町村に対し、災害廃棄物の処理を適正かつ迅速に行うための応急対策等について

定める災害廃棄物処理計画を策定するよう求めています。また、東京電力福島第一

原子力発電所の事故によって放出された放射性物質を含む廃棄物をめぐる新たな 

課題もあります。 

さらに近年は、建設汚泥の中間処理後物である＊再生土等の産業廃棄物再生品が 

埋立資材として使用される例が増えており、埋立による周辺環境への影響を懸念 

する声もあります。 

平成 25年５月には、国において第３次＊循環型社会形成推進基本計画が定められ、

＊再生利用（リサイクル）より優先順位の高い＊発生抑制（リデュース）・＊再使用  

（リユース）の取組がより進む社会経済システムの構築や、＊バイオマス系循環資源

のエネルギーへの再資源化などの取組が求められています。さらに、平成 27 年   

12 月には、＊ＣＯＰ２１（気候変動枠組条約第 21 回締約国会議）において、日本の

＊温室効果ガスの排出量を 2030 年度に 2013 年度比で 26％削減することを約束しま 

した。ＣＯ2 の排出削減に貢献するためにも、廃棄物の一層の排出抑制が求められて

います。 
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１．２ 策定方針 

平成 23 年３月に策定された前計画では、「＊３Ｒの推進」及び「適正処理の推進」

を基本として、持続可能な循環型社会に転換するための施策に取り組んできました

が、本県の廃棄物処理を取り巻く現状を見ると、依然として解決すべき課題があり、

災害廃棄物対策などの新たな課題も発生しています。 

こうした廃棄物処理の現状と課題や、前計画における施策の進捗状況等を踏まえ

つつ、上位計画である＊千葉県総合計画（平成 25 年 10 月策定）及び＊千葉県環境   

基本計画（平成 27 年３月改定）を具体化する個別計画として、平成 28 年１月に   

改定された国の基本方針との整合を図りながら、第９次千葉県廃棄物処理計画  

（以下、「本計画」という。）を策定することとします。 

本計画では、まず、廃棄物の排出を抑制し、次に、廃棄物となったものについて

は環境への負荷の低減に配慮しつつ、できる限り再使用、再生利用及び＊熱回収と 

いった適正な循環的利用を行い、なお残るものについては適正な処分を確保すると

いう廃棄物処理の基本的な考えに基づき、前計画との継続性にも配慮しながら、  

新たな目標値を設定するとともに、施策体系を見直すこととします。 
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資源の適正な循環的利用のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

＜３R の推進＞ 

１：発生抑制（Reduce） 

天然資源投入量の抑制、廃棄物等の発生を抑制 

２：再使用(Reuse) 

使い終わったものも繰り返し使用 

３：再生利用(Recycle) 

再使用できないものでも、資源としてリサイクル 

＜熱回収＞ 

４：熱回収 

リサイクルできず、かつ、燃やさざるを得ない廃棄物を焼却する際に発電や余熱利用を実施 

＜適正処理の推進＞ 

５：適正処分 

処分する以外の手段がない場合は、適正に処分 
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１．３ 計画の位置付け及び計画期間 

（１）計画の位置付け 

本計画は、廃棄物処理法第５条の５の規定による法定計画として、本県全体の

廃棄物に関する施策の基本方針を示すとともに、千葉県総合計画及び千葉県環境

基本計画を上位計画とした、循環型社会を築くための個別計画として位置付けら

れるものです。 

また、「千葉県バイオマス活用推進計画」、「千葉県＊ＰＣＢ廃棄物処理計画」

等の関連計画とも連携を図るとともに、市町村が策定する一般廃棄物処理計画と

相互に協力し補完し合う関係にあります。 

 

 

本計画の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画期間 

本計画は、平成 28 年度を初年度とし、平成 32 年度を目標年度とする５か年計

画とします。 

 

千葉県総合計画 
（平成 25 年 10 月策定） 

千葉県環境基本計画 
（平成 27 年３月改定） 

市町村 
一般廃棄物 
処理計画 

国の基本方針 
（廃棄物処理法第 5 条の 2） 

関連する県の計画等 
○千葉県バイオマス活用推進計画（平成 23 年７月策定） 

○千葉県ＰＣＢ廃棄物処理計画（平成 27 年３月改定） 

○第７期千葉県分別収集促進計画（平成 26 年 11 月改定） 

○（仮称）千葉県地球温暖化対策実行計画  等 

協調 

連携 

整合 

第９次 

千葉県廃棄物処理計画 

 

具体化 

廃棄物処理法 
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１．４ 計画の対象とする廃棄物 

本計画で対象とする廃棄物は、廃棄物処理法及び同法施行令（以下「施行令」

という。）に規定する一般廃棄物（＊特別管理一般廃棄物を含む。）及び＊産業廃

棄物（＊特別管理産業廃棄物を含む。）とします。 

 

 

廃棄物処理計画で対象とする廃棄物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般廃棄物 

産業廃棄物 

廃棄物 

事業活動にともなって生じた廃棄物のうち施行令で
定められた 20 種類（※2） 

ごみ 

し尿 

家庭系ごみ 

特別管理一般廃棄物（※1） 

事業系ごみ 

特別管理産業廃棄物（※1） 

＝産業廃棄物以外 

（※1）爆発性、毒性、感染性その他の人の健康又は生活環境に係る被害を生ずるおそれのあるもの 

（※2）1 燃え殻、2 汚泥、3 廃油、4 廃酸、5 廃アルカリ、6 廃プラスチック類、7 紙くず、8 木くず、9 繊

維くず、10 動植物性残さ、11 動物系固形不要物、12 ゴムくず、13 金属くず、14 ガラスくず、コン

クリートくず及び陶磁器くず、15 鉱さい、16 がれき類、17 動物のふん尿、18 動物の死体、19 ば

いじん、20 上記 1～19 に掲げる産業廃棄物を処分するために処理したもので、上記の産業廃棄物

に該当しないもの、輸入された廃棄物 

※1：＊放射性物質汚染対処特別措置法（平成24年1月施行）では、原発事故由来の放射性物質の濃度が

8,000Bq/ｋｇを超えて環境大臣の指定を受けた＊指定廃棄物の処理は、国が責任をもって行うこととされ

ています。 

※2：建設発生土（いわゆる「残土」）は、廃棄物処理法に定める「廃棄物」に該当しないため、本計画の対象と

していません。建設発生土等の埋立てによる土壌の汚染や災害の発生を未然に防止するため、県では、

「千葉県土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例（いわゆる「残土条

例」）を制定し、事業者に対する適正処理の指導を行っています。 

また、独自の施策を講じようとする市町村については、県条例を適用除外することができることになって 

おり、平成 27 年 10 月現在で千葉市をはじめ 17 市町村が県条例の適用除外となっています。 


